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場面で， rむずか しい こ と で も ， 高い標準 をめ
ざして自分の力でやり遂げ，それによって自尊
心を高める 2 )J達成動機に繋がるものとして，
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図 1 や る気変化のパ タ ー ン分類
成果の実感」を設定した。次に， r他人 と の積
極的な感情的な関係を確立し，維持し，回復し
ようとする 2 )j親和動機に繋がるものとして，
要因 3 rグルー プメ ンバー の態度や行動」 と要
因 4 r;患者や家族の反応」 を設定 した。 さ ら に ，
「人を左右するための手段を駆使しようとする
関心9 )jで， r 目 上の 人 と の関係， 役割意識や
それにもとづく義務感に規定される l )j権力動






1) rや る気」 度カ ー ブの分類












3) rや る気」 を左右する要因の分析
要因 1から 6の各要因の件数を集計し，それ
を，達成・親和・権力の各動機に分類した。
さらに， rや る気」 度 カ ー ブのパ タ ー ン別， 及
び， rや る気」 度の レベル別の要因の件数 と 比
率を比較した。
結果及び考察







「やる気」度が持続するタイプ A13名， rや る
気」度が上下してノコギリ刃状を呈するタイプ
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図 2  手術前後のやる気の平均値土標準偏差 
「 中だるみ 型」 に相当する， タイ 7C の 4 名の の 中でも「やる気 」 を失うことなく，積極的に 
みであった。これは 6 週間という短い期間に ， 実習に取り組んでいるものと思われる。言い換 
手術患者の看護に特有の 次 みに変化する課題を えれば，手術という具体的な目標に向かって患 
抱えながら，緊張感の高い実習を行っているた 者と共に努 力 することが，良い意味での緊張感 
めではないかと考える。 をもたらすのではなかろうか。 
2) 「やる気」の程度 2 ・ 「やる気 」 を左右する要因と動機づけによ 
「やる気」度の平均値は 59 ｱ 19 ・ 9 であった。 る分析 
導入 期 60.5+18 ， 3 ，受け持ち 期 56.6+21.6 で， 「やる気 」 を左右した要因の件数を図 3-1 に 
有意差はないものの，受け持ち期の方が「やる 示した。導入期では，要因 1 の「学習成果 の 実 
気 」が低い傾向がみられた。 感」 に左右されたとするものが 276 件で最も多 
これは，柴田らが内科系実習で行った「やる く， 次いで要因 3 の「チームメイトの反応」 が 
気 」度調査の平均値 ( 実習前期 : 60.3 点 ・中期 180 件 ，要因 6 の「教官の反応」 161 件で，要因 
62 ・ 4 点 ・後期 72 ・ 5 ， 点 ， ， ) に比べると，やや低い 5 の 「臨床スタッフの反応 L  は 35 件と少なく， 
ものの， 概 ねの学生は普通 以上の「やる気 」で 要因 2 と要因 4 は極端に少なかった。 我 みは， 
実習に望んでいると言える。受け持ち期の 「や 2 回生までのデスクワークや学内実習などで得 
る気」の低下の理由として，後述の「やる気 」 た知識・技術を，実践的な レベ )t@ で実感するこ 
を左右する要因の実態から，導入期に比べて対 とと， グループメンバーの相互理解を導入期の 
人的ストレスの増加 や ，実習成果 に対する不満 ねらいとしているが，その重要性を示唆する結 
足感などの，「やる気 」 に対する低下要因が増 果 が得られたと考える。 
すためではないかと推測する。 続く受け持ち期では，要因 5 の「スタッフの 
次に，外科系実習で最も学生の緊張が高まる 反応」が 202 件で最も多く ， 次いで要因 4 の 
と予測される，手術日前後の「やる気」の程度 「患者・家族の反応」が 139 件 ，要因 2 の「援助 
をみてみる。大方の学生が患者を受け持つこと 効果 の実感」が 92 件，要因 1 「学習効果 の 実 
のできた，術前 4 日から術後 8 日までの「やる 感 」 79 件で，要因 3 ・要因 6 はそれぞれ 40 件   
気 」度の平均値を図 2 に示した。「やる気」 度 34 件と少なかった。受け持ち患者への看護を ， 
の 最高は手術 日 (7)62.1 ｱ 22 ・ 4，最低は術後 7 日 臨床スタッフとともに実践するのであるから， 
(7)52 ・ 8+19.3 であった。有意差はみられなかっ 臨床スタッフの反応、に左右されるのは当然であ 
たものの，「やる気」度のカーブは手術に向け る 。しかも，臨床実習は，現実の看護婦の態度 
て緩やかに上昇し術後は緩やかに下降した後 ， や行動から，学生が理想の看護婦モデルを形作 
術後 6 日頃より再び上昇のカーブを描いている。 っていくプロセスでもあるので，なおさらであ 
このことから学生は，手術に向けての緊張感 る 。しかし看護の対象である患者や家族の 反 













で要因 5・ 3 • 6 で， 要因4 ・2 は少なかっ た。
次にこれらの要因を動機別に分類したものが






























































4. rや る 気」 度 カ ー ブ のパ タ ー ン別 に み た
「やる気」の要因
人数の多かったタイプ A ·タイプ B・タイ



















37 件 ・ 患者や家族の反応35 件 ・ 援助効果の実感











































5. rや る 気」 の程度か ら みた 「や る 気J の要
因
「やる気 J度の平均値と標準偏差から， 70 点
以上の「やる気 Jの高い群 11名と， 69-50 点の
中等度群 38名， 49 点以下の 「や る気」 の低い群
12 名 に分けて ， 3 群の 「や る気」 の要因 を比較
した。









次に，導入期の要因の比較を図 5 -2 に示 し
た。 3群とも似たような傾向を示したが， rや
る気」の高い群では教官の反応に左右された者
が他の群より僅かに多く， rや る気」 の低い群
では学習効果の実感に左右された者が多かった。
52
ところが，図 5 -3 に み る よ う に ， 受け持ち
期では， 3 群 問 に大 き な差がみ ら れた。 最 も
「やる気」を左右させた要因は， 3 群 と も 患者
や家族の反応であるが，その比率は高い群・中







る気」の高い群から順に 1 %・ 14%・ 7 %と差





はできないが， rや る気」 の高い群 ・ 低い群の
結果に注目してみると，次のようなことが考え
られる。
























図 5 - 1
単位: ~{ 群群群高中低
患者・家族の反応
図 5 - 2やる気度別動機づけ要因:導入期
単包:%




































1)10種類の 「や る気」 度の変化を示すカ ー ブ
のタイプが検出された。
2) Iや る 気」 度の平均 は59.0± 19.9 ， 導入期
60.5ｱ18.3 ， 受け持ち期56.6 土21.6であ っ た。
3)受け持ち期の「やる気」のピークは，受け
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